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2%減，出荷量は 3,867 百万本の前年比 2%減，鉢物の栽培面積は 1,737ha，前







出荷量は 102 百万球で 6%減，花壇用苗ものは栽培面積は 1,488haで前年とほ
ぼ同じだが（１haの減），出荷量 666 百万本で 4%の減少であった。2018 年に
はさらに減少し，切花の栽培面積は 14,170haで前年比 2%減，出荷量は 3,534
百万本の前年比 5%減，鉢物は栽培面積は 1,605haの 2%減，出荷量は 210 百



















































キクの栽培面積は 4,663haで前年比 2%減，出荷量 1,424,000 千本で前年比 5%
減。カーネーションは栽培面積 290haで 2%減，出荷量は 234,000 千本で前年
比 3%減。バラの栽培面積は 325haで 3%減，出荷量は 236,000 千本の 5%減。
ユリは面積 713haで 4%減，出荷量が 130,300 千本の 5%減。トルコキキョウ
は面積 426ha，出荷量 983,000 千本で 3%減少した。リンドウは面積 432haで








年の 391 億円に対し 3.2%増である。2019 年は 2.5%減少し 393 億円である。
この値は 2015 年 392 億円とほぼ同じ水準である。2011 年の 311 億円に比べる
と 26%増加となる。図 3に見るように，輸入金額は増加傾向にある。数量で









2013 年は 46,748 トン，2014 年は 42,978 トン，2015 年は 41,337 トンとなっ
ている。その後，徐々に増加し 2019 年では輸入量は 44,617 トンに達したが，
2012年には及ばない。図3に見るように，近年，切花輸入量はやや減少傾向である。
図３に輸入単価の推移が示されている。輸入切り花の 1トン当たりの平均輸
入価格（単価）は，2007 年から 2011 年まで下落しその後 2015 年まで上昇し
た。その後は若干下落するが高価格を保っている。数量は 2012 年まで上昇し，








































盟 129 市場の取扱高は前年比 1.9%減の 3,724 億円である。このうち切花の売
上高は 2,657 億 3 千万円，鉢物 950 億 5 千万円，花木は 32 億 1 千万円（それ
ぞれ前年比 1.9%減，2.0%減，8.5%減），資材その他は 84 億 9 千万円（昨年
並み）である。60 の卸売市場，31 品目の切花の調査によれば，キク切花の売
上数量は 12 億 2,700 万本，売上高は 587 億円で前年比でそれぞれ 2.4%減，5.6%
減少した。2番目に大きいカーネーションでは売上数量は 364 百万本，売上高
は 167 億円で前年比でそれぞれ 2.4%減，0.4%減。第 3位のバラは 214 百万本，
売上高は 163 億円，それぞれ 6%減，4%減であった。21 の卸売市場，51 品目
の鉢物調査によると，販売量が最も多かったのはシクラメンで売上数量は 860
万鉢，売上高は 31 億 9 千万円で前年比 5.9%減と 6.4%減となった。金額が最
大のランの売上数量は 449.7 百万鉢，売上高は 109 億 5 千万円で，前年比でそ
れぞれ 7.9%と 2.7%減少した。
また，卸売市場の経営規模も縮小しており，2014 年の卸売市場数は前年よ
り 1減少し 129 である。常勤役員数は 414 人で前年比 2.8%減少した。正社員
は 2,905 人で前年比 1.3%減，アルバイト 1,750 人で前年比 0.8%減，資本金
100 億 2 千万円で前年比 3.5%減，登録買参人 44,039 人で前年比 0.3%減，仲
卸人 417 人で 2.3%減であった 9。
花き卸売市場の取扱高は 2015 年にはわずかに改善したが，2010 年の東日本
大震災前の水準にはほど遠いものである。2015 年の花き市場流通に関する日
本花き卸売市場協会の調査によると，加盟 129 市場の取引高は 3,802 億円（前
年比 2.1%増）である。うち切花は 2,745 億 500 万円（3.3%増），花木は 34 億
400万円（6.2%増），鉢物は940億6千万円（1%減），資材その他は82.3億円（3.1%




は 11 億 8 千万本，前年比 4.1%減，販売額は 636 億 3 千万円，8.4%増，カーネー
ションの販売数は前年並みの362百万本で，売上高は178億 2千万円（6.5%増），
バラの販売数は 204.6 百万本（5%減），販売高は 163 億 3 千万円と前年並みで
あった。21 の卸売市場における 51 品目の鉢物調査によると，シクラメンの販
売は 795.4 百万鉢，売上高は 30 億 4 千万円で，前年比でそれぞれ 7.5%減，4.7%
減であった。ランの販売量は 439.9 万鉢で，2.1%減少した。売上高は 111 億 2
千万円，前年比 1.6%増加であった。
また，129 の卸売市場について 2014 年と比較して非管理職の数は 6.9%減，
正社員は 0.1%減，派遣社員は 4.5%減，登録バイヤーは 2.1%減少した 10。
表 1　2010 年と 2015 年の卸売市場
単位：億円
2010 2015 下落率（%）
切花 2,894 2,745 5.1
鉢もの 1,053 941 10.6
花木 44 34 22.7
資材その他 95 82 13.7
合計 4,086 3,802 7.0






よりデフレはある程度緩和されたが，消費者物価指数は 2012 年の 96.8，2013





せた（消費税が 2014 年 4 月に 5%から 8%に引上げられた効果もある）。
小売りレベルでも小売花屋の高級花の販売は低迷し，ホテルの結婚式で使
用される花の数は減少した。DIY協会によるホームセンター調査によると，
2015 年の 38 社のホームセンターの売上高は 2兆 6357 億円（前年比 1.6%減），






直面しており，生産・経営主体が大幅に減少している。2016 年 4 月の農林業
センサス（5年に 1回）によると 13，2015 年 2 月の農業経営体は 137.7 万戸で，
5年前と比べて 18.0%減少した。そのうち家族経営体が 134.4 万戸で 18.4%の
減少であった。組織経営体は 3.3 万戸で 6.4%増加した。農家数は 215.5 万戸
で 5 年前と比べて 14.7%減少した。そのうち，販売農家が 133 万戸，自給的
農家が 82.5 万戸で，それぞれ 18.5%，7.9%減少している。販売農家のうち専
業農家は 44.3 万戸で 1.9%減少し，第 1種兼業農家 16.5 万戸，26.6%減少し，
第 2種兼業農家は 24.4%減少し 72.2 万戸となった。販売農家の農業従事者数
は 25.1%減の 339.9 万人で，そのうち農業就業人口は 19.5%減の 209.7 万人で
ある。農業就業人口のうち基幹的農業従事者は 175.4 万人で 14.5%減少した。
農業従事者の平均年齢は 66.4 歳，65 歳以上の割合が 63.5%である。そのうち






















15-39 才 31.8 11.0 17.7 9.6 1.4 8.6
40-49 才 24.0 18.1 14.7 12.1 11.0 9.2
50-59 才 47.9 38.2 35.8 31.0 23.4 20.2
60-64 才 36.5 28.0 31.9 27.1 28.0 24.2






花きを販売する農家数は 2000 年の 88 千戸から 2005 年には 81 千戸，2010
年には 67 千戸，2015 年には 58 千戸に減少している（図４）。農産物の販売農
家数は 2000 年 2,337 千戸，2005 年 1,963 千戸，2010 年 1,631 千戸，2015 年 1,330



























厚生労働省が発表した平成 27 年（2015 年）国民生活基礎調査 14 によると，
世帯平均所得は 541.9 万円で，前年比 2.5%増と 3年ぶりの回復となった。し
かし，所得階級の格差は依然として深刻であり，61.2%の世帯が平均所得を下
回っており，約 4 割が 100 万円から 400 万円，6.4%が 100 万円未満である。
平成 30 年（2018 年）度の国民生活基礎調査 15 では，世帯平均所得は，2017 年
551.6 万円（前年比 1.5%減），所得階級格差は，62.4%の世帯が平均所得を







総務省の統計によると，2015 年の 1世帯当たりの切花の平均購入額は 9,616 円
で2014年の9,707円から1.0%減少した。さらに，2016年 9,317円，2017年 8,757
円，2018 年 8,255 円とますます低下している（図 5）。2015 年の 1 世帯あたり
の切り花の購入頻度は 9回であり，2014 年と同じで 2013 年と比べて 0.2 ポイ

















年報によると，2015 年に 2 人以上の世帯は，若いほど切花や園芸用品の購入
にかかる年平均支出は低く，70 歳以上 13,226 円，60 ～ 69 歳 13,319 円，50 ～
59歳は 9,006 円，40～ 49歳は 4,179 円，30～ 39歳は 2,866 円，29歳以下は 1,669
円となっている（図 6）。2018 年では，70 歳以上 11,964 円，60 ～ 69 歳 11,183 円，
50 ～ 59 歳は 7,212 円，40 ～ 49 歳は 3,429 円，30 ～ 39 歳は 2,406 円，29 歳以



























































少した（p.69）。余暇活動の参加人口は，第 1位は国内観光旅行で 5,500 万人，
前年比 1.9%増加，第 2位は外食（日常的なものは除く）で 4,390 万人，前年
比 12.2%減少，第 3位がドライブで 4,340 万人，前年比 10.9%の減少である）。
園芸，庭いじりは，第 15 位で前年の 3,000 万人から 2,670 万人へと 11%と大
きく減少した（p.23）。
日本生産性本部（2019）によると，2018 年の余暇市場規模は 71 兆 9,140 億



















2014 年（平成 26 年）６月に「花きの振興に関する法律」が成立し，12 月に
施行された。この法律に基づき 2015 年 4 月，農林水産省は「花き産業と花文
化の振興に関する基本方針」を発表した。2035 年（令和 17 年）における花き
の生産高を 6,500 億円，輸出は 450 億円，輸入は 300 億円とする目標を掲げて
いる。切花類 67 億本 ,鉢もの類は 4.1 億鉢，花木類は 3.1 億本，球根類は 2.1

















2020 年 4 月には，農林水産省は「花き産業および文化の振興に関する基本
方針」を見直し新たな基本方針を発表した。2035 年の最終目標に対する中間
目標として，2030 年（令和 12 年）の産出目標を花きの国内生産に 4500 億円，













































枝からなる花き輸出額は，2006 年の 29 億 8 千万円から 2013 年には 100 億 3









2015 年は 85 億 2 千万円，2016 年 91 億 1 千万円，2017 年 139 億円と大きく伸
びた。しかし，2018 年 133 億円，2019 年は 106 億円と減少した（輸出の 9割
を占める樹木が大きく減少しため）。長期的には 13 年間で輸出は 3.6 倍伸びて
いる。地域別では，中国（香港，台湾を含む）とベトナムへの輸出が約 9割を
占める 24。
近年，切り花の輸出は明らかに増加傾向にあり，2013 年の輸出量は 39 トン，
前年比68%増，輸出額は42%増の1億 6,700万。2014年には 55トン，3億 3,400
万円でそれぞれ 43%，100%増加した。2015 年は前年比 51%，54%増の 83トン，
5億 1,300 万円，2016 年 102 トン，7億 1,700 万円，2017 年，135 トン，8億 6,200
万円，2018 年 164 トン，8億 8,900 万円，2019 年 191 トン，8億 8,400 万円で，
数量，金額とも著しく伸びている。輸出先は，米国，中国本土，韓国，香港で
約 8割を占めている 25。
農林水産省の輸出戦略実行委員会 26 は，2016 年に 135 億円，2020 年に 150
億円の花の輸出を提案した。「花き産業の振興政策」（2016 年，2000 年）では































会の統計によると，2001 年から 2007 年までに累計 18,893,503 個の水と抗菌剤
(T-Bag)が入った専用 ELTバケットが流通している 29。そして，2017 年には累







































中国の花きの生産規模は世界第 1位である 33。2018 年の栽培面積は 163.3 万
haに達した（表１）。これは 2015 年比 26%の増加（3 年間の年平均成長率
8.0%）であり，花きの生産は持続的に拡大している。2015 年に比べて，切花
類は 18.4 億本増加し 176.6 億本となり，12%増（年平均成長率 3.7%34）となっ
た。鉢ものでは 41.4 億鉢から 56.5 億鉢に達し，36.5%の増加（年平均成長率
10.9%）である。苗木・花木は 100.3 億株から 116.7 億株に 16.4%増加（年平
均成長率 5.2%），芝は 3億 9千万ｍ２から 6億 2千万ｍ２に増加し 59%増加（年
平均成長率 16.7%）である。その他，食用および薬用の花き，花壇用花きやド
ライフラワーの生産量も大幅に増加した。




（Kunming International Flower Auctionは，2018 年の売上高が 10 億元（約




















ha 万本 万鉢 万株 万平米 箇所
全国合計 1,632,754 1,766,386 564,994 1,166,672 61,702 4,162
北京 4,497 3,300 15,529 1,729 431 15
天津 370 36 2,710 336 40 10
河北 41,344 12,003 7,033 117,018 140 289
山西 1,598 285 6,947 363 91 115
内モンゴル 5,206 2,930 596 2,850 8 104
内モンゴル集団  －  －  －  －  －  －
遼寧 32,107 9,504 9,383 2,237 7 23
吉林 2,222 2,065 394 2,886 101 41
吉林集団  －  －  －  －  －  －
長白山集団  －  －  －  －  －  －
黒竜江 886 2,843 302 901 7 16
龍江集団  －  －  －  －  －  －
上海 921 8,267 18,816 83 713 15
江蘇 310,766 142,947 34,250 400,559 20,840 233
浙江 67,857 61,145 39,907 183,910 4,517 112
安徽 46,721 10,393 17,722 34,297 12,126 417
福建 64,909 162,330 139,059 25,318 2,474 217
江西 57,343 35,238 11,492 22,729 1,729 298
山東 163,535 165,985 101,578 91,159 161 391
河南 135,693 65,506 11,884 50,130 323 228
湖北 107,402 15,784 19,610 24,208 1,343 243
湖南 67,897 7,695 4,511 24,842 5,262 318
広東 76,125 278,532 30,656 16,599 2,572 129
広西 32,324 14,100 7,460 16,768 5,946 61
海南 10,222 68,862 13,135 2,570 502 24
重慶 35,692 2,060 2,421 12,151 725 108
四川 52,723 43,585 24,543 23,006 476 380
貴州 37,904 8,177 2,659 32,202 346 84
雲南 204,395 622,216 10,635 15,957 42 47
チベット 136 62 1 19  － 3
陕西省 67,020 6,149 17,841 38,583 693 83
甘粛 3,007 7,701 5,214 2,730 11 88
青海 100 100 450 4  － 12
寧夏 1,385 6,502 7,568 7,382 53 12
新疆 444 50 688 13,105 21 46
新疆兵団 51  － 88 367  － 4






て力強い。中国の税関統計によると，花き総輸出額は 2019 年は 3.58 億ドルで，
2018 年 3.12 億ドルに対し増加率 14.7%である。これは 2015 年の 2.56 億ドル
の 1.4 倍，平均年成長率 8.7%である。中国の花き商品は約 97 の国や地域に輸
出されている。鉢物類，切り花，切枝・切葉，苗ものが主な輸出品であり，輸
出額はそれぞれ 1億 3,776 万ドル，1 億 1,445 万ドル，5,563 万ドル，3,863 万
ドルであり，輸出総額のそれぞれ 38.5%，32.0%，15.5%，10.8%を占めている。






花き全体 35,800 100 14.7
鉢もの類 13,776 38.5 29.46
切り花 11,445 32.0 10.76
切枝切葉 5,563 15.5 -2.19












国 輸出額（万ドル） 総輸出額に占める割合（%）　 増加率（%）
日本 9,308 26 2
韓国 5,012 14 22.2








































農家による小規模生産が支配的である。2015 年と比較すると 2018 年には，花
き栽培農家数は 134.76 万戸から 143.24 万戸に増加し（3年で 6.3%増），従業
員数は 505.77 万人から 523.45 万人に増加した（3.5%増）。花きの企業数は
52,500 から 53,900 に増加し（2.7%増），そのうち 3haを超える栽培面積また







































昆明国際花き市場 KIFA40 の統計によると，2016 年に新種の切り花が 200 品
種（認定品種を含む，以下同じ），170 の一輪バラ品種と 30 の多輪（スプレー）
バラ品種がある。2017年には70品種が追加された（一輪45品種，多輪25品種）。
2018 年には 86 の新品種（一輪 73 品種と多輪 13 品種）が追加された。過去 3
年間で 356 の新品種（一輪 288 品種と多輪 68 品種）の切花のバラが認定された。
しかし，中国の独自の新品種の割合は 1%未満であり，過去 2年間に新しく追
加された新品種に独自の新品種はほとんどない。2018 年には KIFAの新品種
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